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主な内容

1．女川原発の概要と再稼働に至る動き
2．女川原発の審査上の問題点
3．「女川原発再稼働の是非を県民投票で」
4．避難計画を争点とした差し止め訴訟
5．2020年4月からの動き
・再稼働の「2022年」への延長（4.30）
・内閣府による「避難計画」の了承（6.22）
・宮城県の安全性検討会の終了（7.29）
・県内7カ所での住民説明会（8.1～8.19）
・女川町議会で「再稼働」正式合意（9.6）

6．今後の取り組み



1．女川原発の概要と再稼働に
至る動き









2．女川原発の審査上の問題点











女川原発が「被災原発」だという問題





基準地震動・基準津波の策定は妥当なのか？







防潮堤の地盤改良工事は本当に可能なのか？



溶融燃料を水プールで受け止める
水蒸気爆発のリスクが！



止める、冷やす、放出する…?



女川原発は福島第一原発と同じ沸騰水型（BWR）
BWRの中でも古い形式（1995年運転開始）



マークⅠ原発には設計上の
欠陥（脆弱性）があるという指摘が…
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深層防護の第５層＝「避難計画」は、
なぜ審査の対象外なのか？



30ｋｍ圏の20万人がどう逃げる！？



3．女川原発再稼働の是非を県民投票で
決めるという直接署名運動（2018.10～2019.3）





4．避難計画を争点とした
差し止め訴訟（仮処分）







避難計画を考える会・代表 原伸雄さんより（抜粋）

私たちの「考える会」は、全国の脱原発弁護団に参加してこられた小野寺信一弁護
士が、その経験の中から避難計画の実効性の確保に法的責任のある自治体の首長を
相手に再稼働同意差止め訴訟を起こしたらどうかという呼びかけが、石巻の松浦健
太郎弁護士を通じて行われ、それに賛同して集まった石巻市民の団体です。女川原
発を巡っては２０００年の最高裁判決まで２０年間にわたって闘われた阿部宗悦さ
んらの闘い以来２０年ぶりの裁判です。

私たちは若手女性弁護士の会が情報公開を通じた収集した資料による勉強会を２０
１８年４月以来毎月行うとともに、石巻市が策定した広域避難計画の経路に沿い退
域検査所・避難受付ステーションから最終避難所までの試走を行うなどしてきまし
た。その結果、交通渋滞など重大な疑問を抱き、４回にわたって県と市へ公開質問
状を出し、その１回目２回目には実効性の伴う計画策定のためには住民の意見を開
きく必要があるとして住民説明会の開催を求めましたが、「計画策定途上」とか
「住民の不安を煽ることになる」などと言って拒否し、その他についても大半が
「検討中」とまともな回答がありませんでした。

本訴・仮処分両用の構えで準備をしましたが、２０１９年後半から規制委員会の審
査の急展開が報じられる中で、１１月１２日考える会有志１７名で避難計画の実効
性の欠如７項目を掲げて同意差止め仮処分の申立てに踏み切りました。
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5．2020年4月からの動き
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住民説明会の様子は録画して宮城県が発信しています（文
字おこしはいまのところなし）
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6．今後の取り組み



①女川原発再稼働をしないよう求める宮城県議会への請願署名

②女川町議会、石巻市議会、女川町長、石巻市長、UPZ自治体首長への働きかけ
女川町議会9月定例会 9/7請願・陳情の採択 →町長の意向表明
石巻市議会9月定例会 9/3開会・連合審査会 9/24請願採択(?) →市長
の意向表明 UPZ自治体（2市3町）首長会議が設定される見通し

③県知事への申し入れ行動 （9/10）
1．住民説明会の継続（仙台市などでの追加開催）、 2．答えられていない質問への
文書回答、3．知事が約束した避難訓練への参加・検証（それ無しの同意はない）

④ 「避難計画には実効性がない」 同意差し止め仮処分抗告審 ９月中？

⑤ 宮城県議会9月定例会へ請願＆署名を提出（準備中）
9/23開会 10/1～8代表質問・一般質問
10/14常任委員会 10/22採決・閉会

⑥女川原発再稼働を止めよう！宮城県民大集会
日時 ９月２６日（土） 13：30～集会開始 14：00～デモ出発

⑦県内市町村長への働きかけを 村井知事の同意表明を許さない闘いを！

９月～10月が最大のヤマ場







９月１０日 県内２６団体で宮城県への申入れ

【１】、説明会をＵＰＺ（３０km圏）の登米市、涌
谷町、美里町、及び県都・仙台市、仙南、県北、
塩釜の各圏域で追加開催すること。

【２】、原子力規制庁、内閣府、資源エネルギー庁、

東北電力が、説明会の場でキチンと回答しなかった質
問については、県から文書回答を求めてそれを公表し、
説明会の主催者として責任を果たすこと。

【３】、説明会の会場で知事が約束したことを守り、

避難訓練に参加して避難計画を含む緊急時対応が十分
かどうかを判断した上で事前了解への回答を行うこと。



＜共同提出団体＞
・女川原発の再稼働を許さない！みやぎアクション（代表：鈴木宏一）
・宮城県護憲平和センター（理事長：砂金直美）
・原発問題住民運動宮城県連絡センター（共同代表：小林立雄 斉藤信一）
・東日本大震災復旧・復興支援みやぎ県民センター（代表世話人：綱島不二雄 菊地修）
・生活協同組合あいコープみやぎ（理事長：高橋千佳）
・子どもたちを放射能汚染から守り、原発から自然エネルギーへの転換をめざす女性ネットワークみやぎ（共同代表：小
澤かつ 児玉芳江 佐藤郁子 村口喜代 山田いずみ）
・船形山のブナを守る会（代表世話人：小関俊夫）
・女川から未来を考える会（代表：阿部美紀子）
・止めようプルサーマル！止めよう核燃料サイクル！女川原発地元連絡会（代表：近藤武文）
・女川原発の再稼働を許さない石巻地域の会（代表：松浦健太郎）
・原発の危険から住民の生命と財産を守る会（事務局長：髙野博）
・放射能から子どもたちを守る栗原ネットワーク（代表：鈴木健三）
・女川原発の避難計画を考える会（代表：原伸雄）
・みやぎ脱原発・風の会（事務局長：舘脇章宏）
・脱原発仙台市民会議（共同代表：篠原弘典 水戸部秀利）
・さようなら原発いしのまき実行委員会（実行委員長：佐藤清吾）
・みやぎ金曜デモの会（代表：西新太郎）
・大崎耕土を放射能汚染させない連絡会（代表：若井勉）
・放射能から子どもを守る ふるかわ連絡会（会長：鎌内あつ子）
・放射能から岩沼を守る会（代表：小川栄造）
・女川原発UPZ住民の会（代表：勝又治子）
・女川原発の再稼働に反対する東松島市民の会（事務局長：石垣好春）
・原発問題を考える登米市民の会（代表：工藤保之）
・女川原発再稼働に反対する会・涌谷（代表：櫻井伸孝）
・女川原発再稼働ストップの会・美里（代表：勝又治子）

・南三陸原発を考える会（代表：小野寺久幸）

９月１０日 県内２６団体で宮城県への申入れ





情報発信しています
「みやぎアクション」で検
察して下さい



御静聴ありがとうございました


